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降雨量 

 下図は累積降雨量（左図：2021年1月1日～12月31日、右図：2022年1月1日～12月31日）を示してい

ます。2021年と比較すると、2022年は全国で総降水量が多く、特に南部、北東部、北部、中央部の地

域では洪水の主な原因となりました。 

    

  

[概要] 

 今年の雨期入りは例年通り 6月頃と予測されています。 

 ラニーニャ現象の影響が低下しエルニーニョの影響が高まることが原因で昨年と比べて降雨量

は少なくなるとが予想されます。その結果、今年から来年にかけて干ばつの影響が大きくなる

可能性があります。 

 Sirikitダムと Bhumibolダムの 2022年度末の貯水量は大洪水が発生した 2011年と比べて大幅に

低下しています。一方、Pasak Damと Kwaenoi Damの貯水量は 2011 年に近いかそれ以上ですが

現時点で洪水を懸念する情報はありません。 

 チャオプラヤ水系の主要河川・運河では現時点で洪水が懸念される状況は見受けられません。 

Total Rainfall in 2021 

from 1 Jan to 31 Dec 

Total Rainfall in 2022 

from 1 Jan to 31 Dec 
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天気予報 

気候変動と農業の専門家である カセサート大学のWitsanu Attavanich 博士によると、今年はラ

ニーニャの影響は少なくなる一方で、2～4 月頃よりエルニーニョの影響が大きくなり 2023 年末

には支配的になるとのことです。その影響によりバンコクと周辺の県および東部・西部地域では、

2 月にかけて例年よりも寒くなると予想されています。また乾季の降水量は昨年比で少なく、雨

季は例年通り 6月頃から始まると予想されています。 

灌漑エリアでは干ばつの影響は限定的ですが、それ以外のエリアでは影響を受ける可能性があ

ります。ただし現時点での水系全体での水量は貯水容量の 80%超と充分とされています。 

 

 

 

米海洋大気庁（NOAA）気候予測センターが発表している海洋ニーニョ指数（ONI）は、下の図

に示すように、ラニーニャが 2021 年 1 月から現在まで影響が多きことを示しており（青字の数

字）、これが 2022 年に降雨量が増えた主な原因であることを示しています。1 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
1 https://origin.cpc.ncep.noaa.gov/products/analysis_monitoring/ensostuff/ONI_v5.php 

平常時よりも摂氏１度以上低い状態ではラニーニャ、１度以上高い状態ではエルニーニョとされる。 

Expected Precipitation in January Expected Precipitation in February Expected Precipitation in March 
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ダム貯水量（Sirikitダム、Bhumibolダム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年の Sirikitダムと Bhumibolダムの貯水量は 2021年比で大幅に増加していますが、2011 年

比では貯水量は大幅に低下しています。 

  

貯水量：Sirikitダム（2022年 12月） 

貯水量：Bhumibolダム（2022年 12月） 
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ダム貯水量（Pasakダム、Kwaenoi ダム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年の Pasak Damと Kwaenoi Damの貯水量は 2011 年よりも多くなっていますが、現時点で洪水が

懸念されるという情報はありません。     

貯水量：Pasakダム（2022年 12月） 

 

貯水量：Kwaenoiダム（2022年 12月点） 
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チャオプラヤ水系の河川水位（チャオプラヤダム上流） 

雨季が終わってから 約 2か月が経過し、Ping川、Wang川、Yom川、Nan川の水位は低くなっ

ています。チャオプラヤダム上流のチャオプラヤ川の水位も堤防より大幅に低くなっており、チ

ャオプラヤダム上流の河川において洪水危険はありません。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【備考】 

①河川の中に示されている黒文字の数値：河川流量（m3/sec）、カッコに示されている数値：河川流量（m3/day） 

②緑文字・＋（プラス）－（マイナス）付きの数値：堤防天端から河川水位までの距離（0になった場合、洪水が発生） 

③水位レベルの U/S、D/Sはm.で表示されています。 

 

チャイプラヤ川の水位 

2023年 1月 25日 
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チャオプラヤ水系の河川水位（チャオプラヤダム下流） 

チャオプラヤダム下流の状況はチャオプラヤダム上流と同様です。川の水位は堤防よりも低く、

洪水危険はありません。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【備考】 

①河川の中に示されている黒文字の数値：河川流量（m3/sec）、カッコに示されている数値：河川流量（m3/day） 

②緑文字・＋（プラス）－（マイナス）付きの数値：堤防天端から河川水位までの距離（0になった場合、洪水が発生） 

③水位レベルの U/S、D/Sはm.で表示されています。 

 

チャイプラヤ河川水位（2023年 1月 25日） 
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MS&ADインターリスク総研株式会社は、MS&ADインシュアランスグループに属する、リスクマ

ネジメントに関する調査研究およびコンサルティングを行う専門会社です。タイ進出企業さま向

けのコンサルティング・セミナー等についてのお問い合わせ・お申込み等はお近くの三井住友海

上、あいおいニッセイ同和損保の各社営業担当までお気軽にお寄せ下さい。 

 
お問い合せ先 

MS&ADインターリスク総研（株） 総合管理部 国際業務グループ 

TEL.03-5296-8920 
https://www.irric.co.jp/ 

 

インターリスクアジアタイランドは、タイに設立された MS&ADインシュアランスグループに属す

るリスクマネジメント会社であり、お客様の工場・倉庫等における火災リスク調査や洪水リスク評

価、ならびに交通リスク、サイバーリスク等に関する各種リスクコンサルティングサービスを提供

しております。お問い合わせ・お申し込み等は、下記の弊社お問い合わせ先までお気軽にお寄せ下

さい。 

 
お問い合わせ先 

InterRisk Asia(Thailand) Co., Ltd.  
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